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申し入れ人　菅野バネッサ・アボルド
同　　菅野○○　長男(8歳、小2)
同　　菅野○○　次男(6歳、小1)
第1、 申し入れの趣旨
貴社は、福島第一原子力発電所を運営する事業者として、2011年3月11日の東北地方太平洋沖地震に伴う同発電所の大事故により、放射能汚染を引き起こし、その結果、申し入れ人の夫である菅野重清が、酪農を断念し、遂には自死するに到ったことについて責任を認め、誠実に被害の賠償に応じて下さい。

第2、 申し入れ理由
私たちは、2011年6月10日に自ら生命を絶った亡菅野重清(当時54歳)の妻と子らです。
亡菅野重清は、相馬市玉野の開拓農民の子として同地で酪農業を営んでいましたが、福島第一原発事故により、大量の放射能汚染にさらされ、原乳の出荷停止、再出発の目途も立たないなか、酪農牛を手放しざるを得なくなりました。
その結果、亡菅野重清は、「原発さえなければ。仕事をする気力をなくしました」などと堆肥小屋に書き残して自ら命を絶ちました。
亡菅野重清が書き残した「原発さえなければ」の言葉にすべてが凝縮されています。
福島第1原発の大事故が、酪農家としての仕事、家族の団らん、地域での生活すべてを奪ったのです。そしてその結果、私たちだけが残されたのです。
貴社は、福島第一原発の当事者として、今回の事故について責任を負っています。
ついては、亡菅野重清の死亡による全ての損害について私たちと誠実に協議し、被害の賠償をされるよう申し入れします。
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